
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＭＴＥＸソフトウエアをサポートするＣＴＲソフトウエア 

 

 

 

 XRD，ＥＢＳＤデータを扱う 
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 １．概要 

 ２．各社ＸＲＤデータ 

  ２．１ Ｒｉｇａｋｕ社データ 

  ２．２ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌ社データ 

  ２．３Ｂｒｕｋｅｒ社データ 

 ３．極点処理 

  ３．１ バックグランド処理 

  ３．２吸収補正 

  ３．３ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

   ３．３．１ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

   ３．３．２内部ｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線作成し補正 

   ３．３．３実測定ｒａｎｄｏｍデータによる補正 

   ３．３．４ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再計算Ｒｐ％ 

   ３．３．５内部ｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線作成し補正＋再計算Ｒｐ％ 

   ３．３．６実測定ｒａｎｄｏｍデータによる補正＋再計算Ｒｐ％ 

 ４．平滑化 

 ５．処理後のデータＥｘｐｏｒｔ 

 ６．各種ＯＤＦデータフォーマット変換 

 ７．ＸＲＤデータをＭＴＥＸに読み込み 

 ８．Ｅｘｐｏｒｔした再計算極点図からＲｐ％を計算 

 ９．ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦ図を１／４対称操作、方位計算 

 １０．Ｅｘｐｏｒｔした逆極点図から方位計算 

 １１．ＥＢＳＤデータ 

 １２．ｆｅｒｒｉｔｅ．ａｎｇをｆｅｒｒｉｔｅ．ｃｔｆに変換しＭＴＥＸに読み込む 

 １３．ＭＴＥＸでｆｅｒｒｉｔｅ．ｃｔｆの処理 

  １３．１ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦから方位計算 

  １３．２Ｅｘｐｏｒｔした逆極点図から方位計算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＭＴＥＸは、ＭＡＴＬＡＢ環境下で動作するＦｒｅｅのＸＲＤ，ＥＢＳＤデータの解析ソフトウエア 

   である。入力データは各社フォーマットを読み込める。 

   ＸＲＤデータの場合、ＭＴＥＸ内部で極点補正であるバックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う 

   ことも可能であるが、予め処理を行って読み込ませる。ＥＢＳＤデータは、各社データを読み込むが、 

ローダ部分で解釈され、不一致の場合、GenericInterfaceに誘導され、テキストデータの列編集が行われ 

が、操作性が悪い。 

ＸＲＤ，ＥＢＳＤを読み込むとＯＤＦ解析が行われる。解析結果の描画に重点が置かれていて、数値的 

な方位解析は行われていない。 

このような状況下で、 

ＸＲＤ各社データの極点処理 

ＥＢＳＤ各社データの先頭にある情報編集 

ＭＴＥＸでＯＤＦ解析結果のＯＤＦ図、極点図、逆極点図の数値解析 

をＣＴＲソフトウエアでサポートしています。 

   本資料では、ＭＴＥＸ向けＣＴＲソフトウエアの機能説明を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．各社ＸＲＤデータ 

 テキストデータであればどのようなフォーマットでも変換は可能 

 

 ２．１ Ｒｉｇａｋｕ社データ 

  ＣＴＲソフトウエアでは、ＲｉｇａｋｕのＡＳＣＩＩデータを基本データとしています。 

  ＡＳＣＩＩデータにはＡＳＣＩＩ－ＰＣ，ＡＳＣ－ＨＰ，ＡＳＣ－ＲＡＰＩＤの３種類あり、 

   極点処理プログラムＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅソフトウエアで読み込み時、ＡＳＣＩＩ－ＰＣに 

   変換され処理が行われます。 

   ＡＳＣＩＩデータには、透過データと反射データが１つのファイルとして測定されたデータがあるが、 

   別ファイルに加工され、極点処理後、データの接続が行われます。 

   又、ＳｍａｒｔＬａｂ用フォーマットであるｒａｓファイルはＡＳＣＩＩ－ＰＣデータに変換します。 

   ＳｍａｒｔＬａｂは発売時、ピーク極点図とバックグランドは別ファイルとして測定されていた。 

   このデータもＡＳＣＩＩ－ＰＣデータに変換を行う。 

 ODFPoleFigure2によるデータ変換部 

   

 RastoAscによる Rasファイルを ASCII-PCに変換 

    

 ピーク極点図とバックグランド極点図から ASCII-PC形式に変換 

  

 

 

 

 

 

 



２．２ＰＡＮａｌｙｔｉｃａｌ社データ 

 ＣＴＲ作成時、データフォーマットは、ｔｘｔとｃｓｖであったか、ｘｒｄｍｌファイルが追加された 

   ピーク極点図とバックグランド極点図が別のデータも存在している。 

 

   ODFPoleFigure2によるデータ変換部（ｔｘｔ，ｃｓｖを扱う） 

 

 

 データ変換部を使用して ASCII-PCデータを得る 

  

 

変換に利用したデータ 

 Mtex-1.1¥data¥philips¥ 

   

    Mtex-3.0¥data¥PoleFigureData¥ 

 

 

 

 

 

 

 



２．３Ｂｒｕｋｅｒ社データ 

  

 

 

 データ変換部を使用して ASCII-PCデータを得る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．極点処理 

 測定データには、各種Ｅｒｒｏｒが存在します。 

   データの凸凹、バックグランドの凸凹、ｄｅｆｏｃｕｓ、ｄｅｆｏｃｕｓの凸凹、吸収補正値のずれ 

   など、多数のｅｒｒｏｒ要素があります。 

   これらを排除した極点処理が必要になります。 

   たとえば、バックグランドに凸凹があると、β方向に広がり、ｆｉｂｅｒ要素が発生します。 

   ｄｅｆｏｃｕｓも同様です。このＥｒｒｏｒがＯＤＦ解析時のＲｐ％Ｅｒｒｏｒとして評価されます。 

   最小のＲｐ％が得られる極点処理が望まれます。 

 

 ３．１ バックグランド処理 

 バックグランドの強度は低い為、統計変動の影響を受けます。データの確認が必要です。 

 

プロファイル確認     バックグランド凸凹修正 calc（水色） 

  

    

 

 

 



３．２吸収補正 

 材料が薄い場合、補正が必要になります。プロファイルで確認 

  

３．３ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 各種補正方法のサポート 

 

 

補正プロファイル作成時、平滑化（理論曲線にＦｉｔｔｉｎｇを行うことで凸凹が解消されます） 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正モード 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

 内部ｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線作成し補正 

 実測定ｒａｎｄｏｍデータによる補正 

 ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再計算Ｒｐ％ 

 内部ｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線作成し補正＋再計算Ｒｐ％ 

 実測定ｒａｎｄｏｍデータによる補正＋再計算Ｒｐ％ 

 

 上記データで比較を行ってみます。 

 



３．３．１ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし 

  

 

３．３．２内部ｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線作成し補正 

  

 

 

 

 

 

 

 



３．３．３実測定ｒａｎｄｏｍデータによる補正 

  

 最小なＲｐ％が得られた。 

 

３．３．４ｄｅｆｏｃｕｓ補正なし＋再計算Ｒｐ％ 

  

 

 

 

 

 

 



３．３．５内部ｄｅｆｏｃｕｓ補正曲線作成し補正＋再計算Ｒｐ％ 

  

 

３．３．６実測定ｒａｎｄｏｍデータによる補正＋再計算Ｒｐ％ 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．平滑化 

 測定データが荒い場合、平滑化を行う。 

 

 

 

極点図を指定して、最大極密度のβ方向プロファイルで比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５．処理後のデータＥｘｐｏｒｔ 

 各種補正後のデータを各種フォーマットで作成できます 

 

ＴＸＴ２は、ＣＴＲ内部の極点データフォーマットで、 

（α、β、方位密度） 

ＲＤから半時計方向回転 

極点図中心はα＝９０ 

データ区切り文字はｔａｂ 

６．各種ＯＤＦデータフォーマット変換 

  

  

 極点図の対称性 

   

  

 ＭＴＥＸへのデータは、ＭＴＥＸ（ＡＳＣ）ＣＣＷを選択（左回転、ＴＤは左） 



７．ＸＲＤデータをＭＴＥＸに読み込み 

 

 

odf=calcODF(pf) 

 

ＯＤＦ図と逆極点図をＥｘｐｏｒｔ 

export(odf,'ODF.TXT'), export(rpf,'RPF'),exportIPDF(odf,zvector,'ND.TXT') 

 



８．Ｅｘｐｏｒｔした再計算極点図からＲｐ％を計算 

 

 ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅで予測したＲｐ％より悪いが、±１．５以内である。 

 

再度補正を行うのであれば、Ｃａｌｃｄｅｆｏｃｕｓから行う。 

 

 

 

 



９．ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦ図を１／４対称操作、方位計算 

  

方位計算 

 

 

 

 

 

 

 



１０．Ｅｘｐｏｒｔした逆極点図から方位計算 

 

３６Ｂｏｘによる方位計算 

 

 

 



１１．ＥＢＳＤデータ 

 ＥＢＳＤデータとして、ＯＩＭ（Ａｎｇ），Ｏｘｆｏｒｄ（ｔｘｔ），Ｂｒｕｋｅｒ（ｔｘｔ）と 

   その他がある。 

   ＯＩＭ（ａｎｇ）データとHKL(ｃｔｆ)データはＭＴＥＸのローダで直接読み込めるが 

   その他のＥＢＳＤデータは GenericInterFaceを介して読み込む、あるいは EBSDtoODF経由で読み込む 

   EBSDtoODFソフトウエアでは、ａｎｇ，ｃｔｆ，ｃｓｖ，ｔｘｔデータを読み込み 

   ａｎｇ，ｃｔｆ，ＳＯＲデータに変換する。 

 

ａｎｇデータ：ＭＴＥＸ，ＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

ｃｔｆデータ：ＭＴＥＸで解析 

ＳＯＲデータ：ＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

 

 

 

 

 



１２．ｆｅｒｒｉｔｅ．ａｎｇをｆｅｒｒｉｔｅ．ｃｔｆに変換しＭＴＥＸに読み込む 

 

 

ａｎｇデータのＳｙｍｍｅｔｒｙ 

  

変換されたＳｙｍｍｅｔｒｙ情報  

  

 ａｎｇ：４３  ＨＫＬｃｏｄｅ（ｃｔｆ）：１１ ＬａｂｏＴｅｘ（ＳＯＲ）：７ 

 

 



１３．ＭＴＥＸでｆｅｒｒｉｔｅ．ｃｔｆの処理 

 

 

odf=calcDensity(ebsd('Iron-delta').orientations) 

 

ＯＤＦと逆極点図をＥｘｐｏｒｔ 



１３．１ＥｘｐｏｒｔしたＯＤＦから方位計算 

      １／４対称操作 

 

方位計算 

 

 

 

 

 

 



１３．２Ｅｘｐｏｒｔした逆極点図から方位計算 

 

 


